
論

説
刑

法

三

五

条

の
制

定

内

田

文

昭

は

し

が

き

131

一

一
九
〇
八
年
、
J

・
ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

は
、
内

外
比
較
刑
法
論

の
総
論
第
四
巻

に
、
「
業

務
権

及

び
類
似
事

項
」
と
題
す

る
論

文
を

寄

せ
、
「
正
当

な
業
務

」
に
も
と

つ
く
行
為

に

つ
き
規
定
し

た
稀
有

の
立
法
例

と
し
て
、

一
九

〇
七
年

(明
治
四
〇
年
)
の
わ
が
刑
法
三

五
条

(
1

)

を
指
摘
し
た
。

そ
し

て
、

日
本

の
立
法
者

は
、
当
時

の
ド
イ

ツ
刑
法
学

の
教
科
書

が
開
拓
し
た

「
業
務
権
」
を
、
実
定
法

の
中

に
活

か
し

(2

)

た

の
で
あ
ろ
う

と
推
論
し

た

の
で
あ

る
。

一
入
入

○
年

(明
治

一
三
年
)
旧
刑
法
七
六
条

の
限
定
的
な

「
命
令

遵
守
行
為

の
不

可
罰
」
宣
言

か
ら
、
現
行
刑
法
三
五
条

の
包

括
的

な

「
正
当
行
為
許

容
」
規
定

へ
の
発
展

に

つ
き
、
か
ね

て
諸
種

の
疑
問
を
感
じ

て

い
た
わ

た
く
し

に

と

っ
て
、
J

・
ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

の
右

の
指
摘

は
、
殊

更

に
興
味
深

く
、

か

つ
、
示
唆
的

で
あ

っ
た
。
す
な

わ
ち
、

フ
ラ

ン
ス
刑
法

(
一
八

一
〇
年
)

・
ド
イ

ッ
刑
法

(
一
入
七

一
年
)
に
先
例

の
な

い

「
正
当
業
務

行
為
」
を
、

な
ぜ
、
わ

が
刑
法

が
規
定
し
よ
う

と
し

た
の
か
に

つ

き
強

い
関
心
を
も

ち
、

お
そ
ら
く
、

当
時

の
先
達

は
、

リ

ス
ト

ーー

ビ
ン
デ
ィ

ン
グ
な

ど
の

「
業

務
権

論
」

に
目
を
向
け

た
に
違

い
な

い
と

(
3

)

推
測

し
て

い
た
わ
た
く
し

の
理
解

が
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

の
指
摘

に
よ

っ
て
補
強
さ
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ

た

の
で
あ

る
。
団
藤

博
士
も
、
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　ざ

三
五
条

は
、

こ
の
種

の
立
法
例
中
、

最
も
古

い
も

の
に
属
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

だ
が
し
か
号

掌

ビ
ン
デ
麸

の
見
解
は
突
如
と
し
て
現
わ
れ
で
て
き
た
わ
け
(紛
)も
の
で
は
な
い
.
現
に
、
「法
律
に
も
と
つ

く
行
為
」
・
「
権
利
行

為
」
を
処
罰
し
な

い
と

い
う

の
は
、

ロ
ー

マ
法

以
来

の
伝

統
な

の
で
あ

る
。

一
五

三
二
年
カ

ロ
リ
ナ
刑
法
典

一
四
二

条
等
の

「適
法
な
る
免
責
せ
ら
る
べ
き
正
当
防
衛
」
、
同

三

九
条
の

「白
王蝉

王
の
認
許
に
も
と
つ
く
復
讐
」、
里

五
。
条
の

「羅

的

逮
捕

に
対
す

る
抵
抗
者

の
殺

害
」

が

こ
れ
を
継
受
し

た
も

の
と

い
え
よ
う

し
、
同

一
三

四
条

の

「
医
師

の
不
相
応

な
る
医
術

に
よ
る
殺

害
」
の
処
罰
難

は
・
「相
応
な
る
医
術
」
の
不
処
罰
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
皆

る
で
あ
ろ
九

同

一
四
六
条
の

「適
法
な
る
禁
止
せ
ら

れ
ざ
る
行
為
三

免
責
規
定
が
こ
れ
を
確
認
す
る
で
匁

狸

一
七
九
翠

プ

・
イ
セ
ン
普
通
ラ
ン
疾

笙

一部
第
二
・
章
第
九
節
互

五
条

の

「
権
利

の
合
法
的
行
使

」

の
不
処
罰
、
五

五
七
条
以

下

の

「
懲
戒

権

・
叱
責
権
行
使
」

の
不

処
罰
な
ど
や
、

一
八

一
〇
年

フ
ラ

ン

ス
刑
法
典
三

二
七
条

の

「
法
律

に
よ

っ
て
命
令

さ
れ
、

ま
た
は
、
権

限
あ

る
官
憲

に
よ

っ
て
指
令

さ
れ

た
殺

人

.
傷
害

.
暴
行
」

の
不
処

罰
・

一
八

一
三

年

バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

一
二
四
条

の

「
権

利

の
合
法
的
行
使
」

の
不

処
罰
な
ど
も
、
勿
論

こ
の
流
れ

の
中

に
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
。

(132}

(1

)

』
.
缶
o
巨

ぴ
o
彊

①
斜

切d
Φ
歪

h
賃
8

耳

①
ロ
巳

く
臼

≦
碧

9
Φ
句
豊

ρ

〈
∪
〉
・
切
巳

<
」

8

。。
・
ω
』

。。
・

ち

な

み

に
・

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
!

は

、

大

場

博

士

の
翻

訳

に
な

る

"ピ
o
お
o
ず
口
αq
9
。。
切
Φ
ゴ
嵐
..
を

前

提

と

し

(い

出
Φ
冨

げ
①
お

。
「
b

・
9。
●
ρ

Qり
曹
・。
。。
)
、

ク

ラ

イ

ン
フ

ェ
ラ
ー

は
・

わ

が

現
行

刑

法

三

五

条

の

「
正

当

業

務

行

為

」

と

し

て
、

ロ

ェ

ン
ホ

ル

ム

の
翻

訳

に
な

る

二
び
①
器
o
ゴ
岳
σq
o
ω
じd
①
『
ロ
hω
αq
Φ
『
6
冨

津
.、
を
前

提

と
す

る

が

(O
.
閑
冨
ヨ
暁
O
=
Φ
び

〉
目

けω同
O
O
ゴ
けρ

〉
ヨ
房
ー
ロ
ロ
O

U
凶o
ロ
o。梓や
h=
o
ゴ
8
P

<
U
>
・
ゆ
9

一
}
ち

O
Q◎
・
ψ

ω
トの
O
)
、

い
ず

れ
も

実

質

的

な

相

違

を

示
す

も

の
で

は

な

い
と

い
え

よ

う

。

な

お
、

ω
・
O
げ
P

N
Q∩
需
芝

』

。。
}
H
8

。。
一
ω
』

一
ρ

(
2
)

9

出
o
堕ヨ
げ
Φ
お

Φ
5

<
∪
>
H
く
一
ω
・
N
Q。
・

ち

な

み

に
、

ク

ラ
イ

ン
フ

ェ
ラ

ー

は

、

こ

の
点

に

つ
き

、

触

れ

る

と

こ

ろ

が

な

い
。
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(
3
)

ハ
イ

ン
ベ
ル
ガ
ー

の
指
摘

を
知

っ
た

の
は
、
実

は
ご
く
最
近

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
、
不
勉

強
を
深

く
反
省
す

る
・

(
4
)

団
藤
重

光

・
刑
法
綱
要
総
論

〔第

三
版
〕

(平
四
)
二
〇

二
頁
注

(二
)
。

(5
)

,

タ

霧

r
冨

ぎ

虚
。
こ

。
。・
∪
2

け
ω。
冨

島

9

h§

葺

N
>
二
h
=

。・
。。
ド

ω
.
§

塗

(6
)

客

切
ぎ

落

ヒ

き

き

9

げ
血
Φ
ω
ω
9

{
§

冨

u。
匹
.
一
」

。・
。。
α
ひ

§

隼

(
7
)

た

と
え

ば
、
学
説
彙
纂
第
九
巻

第
二
章
第
三
法

文

(殺

人
は
違

法

で
な
け
れ

ば
な
ら

な

い
)
、
同
第
九
巻
第

二
章
第

四
法

文
前

文

(正
当
防
衛
を
許
す

の

は
、
自
然

の
理
性
的
根
拠

に
ほ
か
な
ら
な

い
)
、
同
第
九
巻
第

二
章
第

五
法
文
第

一
分
節

(違
法

な
殺
人
と
は
、
法

に
も

と
つ
か
な

い
殺
人
、
す
な
わ
ち
、

法
に
反
す
る
殺

人

で
あ

る
。
責
を
負
う

べ
き
侵
害

が
違
法

で
あ

る
)
、
第

三
分
節

(教
師

に
は
、
節
度

の
あ
る
懲
戒

の
み
が
許
さ
れ

る
)
・

同
九
巻
第

二
章

第

八
法

文
前

文

(医
薬

の
不
適
切
使

用
)
、
同
第
九
巻
第

二
章
第

三
七
法

文
前

文

(違
法
命
令
遵
守

は
、
命
令
権
者

の
命
令

に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
・

命
令
権
者

の
み
に
ア
ク
イ
リ
オ
法

の
適

用
が
あ

り
、
そ
う

で
な

い
と
き

は
、
実
行
者

の
み
に
ア
ク
イ
リ

オ
法

が
適

用
さ
れ
る
)
、
同
第
九
巻
第

二
章
第
四
九

法

文
第

一
分
節

(火
災

か
ち
家
を
守

る
た
め
に
隣
家

を
取
り
壊
す

の
は
、
正
当
な
危
惧
感

に
も

と
つ
く
も

の
で
、
ア
ク
イ
リ
オ
法

の
適
用
は
な

い
)
な
ど

を
指
摘
し
う

る
で
あ

ろ
う
。
∪
碍
$
8
ゴ
』ヨ

∪
・
ご
ω鉱
三
山
ロ
押
O
o
召
ロ
ω
言
ユ
ω
6
凶く
旨
ω
曽
一
"
Φ
"

コ

≧

げ
o
「
巳
ω
9
ρ

H
。。
A
。。
"
,

一
〇
ρ

一
綜
山
り
⑤

(
8
)

〉
`
タ

句
Φ
ロ
Φ
吾
p
9

噛
い
Φ
訂
び
⊆
o
ゴ
山
Φ
ω
σq
①
ヨ
Φ
貯
o
コ
一コ
一)
o
暮
ω
6
三
餌
&

σq
包
口
σq
①
ロ
b
Φ
一巳
一〇
ず
o
ロ
閑
o
o
算
。。
』

一
》
ロ
自
.
一
。。
ω
b。
噂吻
吻
ω
b。
隼

な
お
、
本
文
引
用

の

カ

ロ
リ
ナ
刑
法
典
各

本
条

に

つ
い
て
は
、
∪
δ

O
俄
邑
凶o
げ
①
O
①
臥
o
葺
ω
o
「
畠
ロ
ロ
ロ
ゆq
り
げ
o
錘
ロ
ω
oq
Φ
舶

く
o
コ
=
.
N
o
①
風
㌍
一
。。
蕊
一
Qり
」
O
P

に
刈
跨

}
嵩
㊤
旧
塙
浩

「
カ

ル
ル
五
世
刑
事
裁
判
令

(
カ

ロ
リ
ナ
)
」
神

戸
法
学
雑

誌

一
八
巻

二
号

二
六

一
頁
、
二
六
六
頁
以
下
、
二
七

二
頁
。

(
9
)

躍
・
N
o
o
℃
沖

卑

P

ρ

QD
.
一
一
ω
…
塙

.
前
掲

誌

一
八
巻

二
号

二
六

四
頁
。
客

切
ぎ
&
ロ
堕

罵
碧

α
げ
9
貫

一
'
ω
・
。。
O
ω
h

(10
)

カ

ロ
リ
ナ

一
四
六
条

は
、
従
来
、
「
過
失
犯
処
罰
」

の
見
地

で
と
ら
え
ら
れ

る

の
が

一
般

で
あ

っ
た

(内
田
文
昭

「
過
失
犯
論

の
史
的
展
開

に

つ
い
て
」

同

.
研
究

研
究
第

一
巻

(平

二
)
二

二
五
頁
以

下
)
。
し

か
し
、

そ

の
出
発
点

は
、
「
適
当
な

る
禁
止

せ
ら
れ
ざ

る
行
為
を
、

か
か

る
行
為

が
行
な
わ

る
べ

き
相
応
な

る
所

に
て
な
し
、

し
か
し

て
、

こ
れ

に
よ
り
て
、
偶
然

の
ま

っ
た
く
故
意

な
ら
ざ
る
仕
方

に
て
、
行
為
者

の
意

に
反
し

て
何

ぴ
と
か
を
殺
害
す

る
と
き

は
、
当
人

は
、
適
切

に
は
名

づ
け
ら

る
べ
か
ら
ざ
る
多

く

の
仕
方

に
て
、
免
責

せ
ら
る
」

と

い
う

の
で
あ

っ
て

(塙

・
前

掲
誌

一
八
巻

二
号
二
六

九
頁
)
、
「
合
法
行
為
不
処

罰
」
を
肇

口
し
た
も

の
と
考
え

る
べ
き

で
あ
ろ
う

.
ビ

ン
デ
ィ

ン
グ
も
、
こ
の
さ

つ
な

理
解
を
否
定

は
し

て

い
な

い
(客

b。
彗

。
gq

U
凶。
Z
o
『
ヨ
g

琶

会

汀
。
⇔
げ
①
暮
「
①
ε
紹

"
切
巳

く
し

り
一
P

o。
.
一
ミ

〉
昌
ヨ
』

)
。

尤

も
、

ロ
ー

マ
法
以
来
、

べ
ー

リ

ン
グ

に
至
る
ま

で
、
違
法
阻
却

と
責
任

阻
却

の
明
確
な
分
離

は
な

か

っ
た
と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
か
ら

(内

田
文
昭

「
近
代
ド
イ

ツ
刑
法

に
お
け

る

『
違
法
』
と

『
責
任
』
」
警
察

研
究
六
五
巻
四
号

一
頁
以

下
、
五
号

一
〇
頁
以

下
)
、
本
稿

で
も
、

こ
の
点

に

つ
い
て
は
・
十



分

に
意
識
を
払

っ
て
立
論
す

る

こ
と

に
し

た

い
。
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二

と

こ
ろ
が
、
「
合
法
行

為

・
権

利
行
為
」
不
処

罰

の
方
向

は
、

そ

の
後

の
立
法
例
か
ら
姿
を
消
す

に
至

っ
た
。

わ
が
旧
刑
法
六
七
条

の

「命

令
遵
守
行
為
」
不
処

罰
は
、
残

さ
れ

た

フ
ラ

ン
ス
刑
法
三

二
七
条

の
方
向
を
継
承
し

た

こ
と
に
な

る
。

こ

の
よ
う
な
経
緯

の
中

で
、
わ

が
現
行
刑
法
三

五
条

は
、

「
法
令
行
為
」

・
「
正
当
業
務
行
為

」
の
不
処

罰
を
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。
改

め
て
、

そ

の
制
定

の
由
来

を
、
よ

り
包
括
的
な

見
地

か
ら

訊
ね

る
必
要

が
あ

ろ
う
。
本
学
法
学
部
創

立
三
十
周
年

の

「歴

史
」
を
記
念
し
、

本

稿
を
草
す

る
ゆ
え

ん

の

一
端

で
あ

る
。

一
一

プ

ロ
イ
セ
ン
普
通

ラ
ン
ト
法

・
バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典
の

「合
法
行
為
」

一

一
七
九

四
年

の
プ

ロ
イ

セ
ン
普
通

ラ

ン
ト
法
第

二
部
第

二
〇
章

「
犯
罪

と
そ

の
刑
罰

に

つ
い
て
」

は
、

一
五
七
七
条

を
数
え

る
広

汎
な
刑
罰
法
規
で
蒙

・
そ
の
啓
塗

義
的

・
婁

国
家
的
色
彩
は
、
第
二
部
第
二
・
章
の
冒
頭
が
、
為
政
者

・
上
司
の
悪
徳
防
止
霧

や
犯
罪
防
止
義
務
を

明
定

(
一
条
)
し
、
年
長
者

・
教
師

の
訓
育
義
務

を
明
定

(二
条
)
し

た

こ
と
に
端
的

に
窺

わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
「
官
吏

犯
罪
」

が
重
視

さ
れ

(第
二
部
第
二
〇
章
第
八
節
)
、
職
権

濫
用
罪

(三
二
三
条
以
下
)
や
賄

賂
罪

(三
六
〇
条

.
三
六

一
条
)
な

ど
と
共

に
、

上
官

と
部
下

の
犯
罪
誘
致
関
係
等

が
詳
細

に
規

定
さ

れ
た
点

(三
四
二
条
以
下
)
も
、

こ
の
流

れ
に
沿
う

も

の
と

い
え
よ
う
。

し

か
し
、
他
方
、
「
権
利
行
使

そ

の
も

の
」
は
、
決

し
て
処
罰
さ
れ

る

こ
と
は
な

か

っ
た
。

「
私
的
犯

罪
」

(第
二
部
第
二
〇
章
第
九
節
五
〇

九
条
以
下
)
の
基
本

原
則
と

し
て
、

「
法
律

に
よ

っ
て
定

め
ら

れ
た
制
限

の
範

囲
内

で
自
己

の
権

利
を
行
使
す
る
者

は
、
そ
れ

に
よ

っ
て
他

の
者

に
生

じ
る
損
害

に

つ
き
、
処
罰

さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
」

と

い
う

一
般

的
規
定

が
お
か
れ
た

の
で
あ

る

(五

一
五
条
)
。
「
正
当
防
衛
」

の
許
容
規
定

が
、

こ
れ

に
続

き

(五

一
七
条
以
下
)、

住
居
権
保
護

規
定

が
、

さ
ら

に
こ
れ

に
続

い
た

(五
二
五
条
以
下
)
こ
と
も
、
注
目

に
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(2

)

値
し

よ
う
。

ま
た
、
第

二
部
第

二
〇
章
第

一
〇
節

「
イ

ン

ユ
リ

ア
」

(五
三
入
条
以
下
の
人
格
侵
害
)
に
関
し

て
、
親
権
者

・
後
見

人

・
教
師

・
上
官

・

上

司
等

の

「
懲
戒
」
・
「
叱
責
」
は
、
イ

ン

ユ
リ
ア
と

は

い
え
な

い
場
合

が
あ

る

こ
と

(五
五
七
条
以
下
。
な
お
、
第
二
部
第
二
〇
章
第

一
節
六

九
条
)
、
第

二
部
第

二
〇
章
第

=

節

「
身
体

傷
害
」

(六
九

一
条
以
下
)
に
関
し

て
、
無
免
許

の
医
療

行
為

・
医
薬
品
販
売
等

が
禁
止
さ
れ

た

こ
と

(六
九
三
条
以
下
)
な

ど
も
、

看
過
し

て
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う

。

と

こ
ろ
が
、
J

・
ハ
イ

ン
ベ
ル
ガ
ー

は
、
普
通

ラ

ン
ト
法

の

「
懲
戒
権

」
規
定

の
み
を
と
り
あ
げ
、

か

つ
こ
れ
を

「
業
務
権

」
許
容

の

(3

)

数
す

く
な

い
立
法
例

と
し

て
と
ら
え
よ
う

と
し

た
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
尤
も
、
普
通

ラ

ン
ト
法

で
は
、

「
医
療
業
務
権
」
は
宣

言
さ
れ

て

い
な

か

っ
た
か
ら
、

こ
れ
を
と
り
あ
げ
な

か

っ
た

こ
と

に
も

一
理
が
な

い
わ
け

で
は
な

い
が
、

「
無
免
許
医
療
」
等

が
禁
止
さ
れ

た
と

い

(
4

)

う

こ
と
は
、
そ

の
反
面

と
し

て
、
公
認

の
医
療
行

為
は
許
容

さ
れ

る
と

い
う

こ
と
を
意

味
す

る
筈

で
あ

る
か
ら
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

の
分

析

・
検
討

は
十
分

で
は
な
か

っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な

い
で
あ

ろ
う
。

ま

た
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー
は
、
同
じ
内
外
比
較

刑
法
論
総
論
第

四
巻

に

「
合
法
行
為

と
違
法
行
為

」
と
題
す

る
論
文
を
登
載
し
た

が
、

(5

)

普

通

ラ

ン
ト
法
第

二
部
第

二
〇
章
第
九
節

五

一
五
条

の
存
在

は

こ
れ
を
全
く
指
摘
し

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

勿
論
、
プ

ロ
イ

セ
ン
普

通
ラ

ン
ト
法
上

の

「
合
法
行
為
」
・
「
正
当
業
務
行
為
」

は
、
個

別
的

・
断

片
的

で
あ
り
、
体
系
的
な
ま
と
ま
り

に
は
程
遠

い
も

の
が
あ

っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な

い
が
、
す

く
な
く
と
も

「
権
利
行
為
」
許
容

の

一
般
的
宣

言
は
、
立
法

史
上
、
極

め
て

重
要

な
意
義

を
有
す

る
も

の
と

い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
。

135

(
1
)

一
七

九

四

年

プ

ロ
イ

セ

ン
普

通

ラ

ン
ト

法

第

二

部

第

二

〇

章

の

テ

ク

ス
ト

と

し

て

は
、

こ

こ

で

は
、

≧

茜
Φ
ヨ
虫
口
Φ
ω

団
器
ロ
ε。
凶ω9

Φ
口
ω
3
暮

o
P

昌
o
ロ
o
>
ロ
のoq
口
び
P

↓
o
自

嘗

じd
含
口
}
ら
"
ロロ
Φ
島

員

一
。。
一
8

ω
●
蒔
。。
。。
跨

を

使

用
し

て

い
る
。

い
国
ロ
α
「
O
O
ぴ
け

暁
魯
H

臼

O



r3s

(2

)

プ

ロ
イ

セ

ン
普

通

ラ

ン
ト
法

に
お

け

る

「
権

利

行

使

」
・
「
正

当

防

衛

」
・
「
緊

急

避

難

」

(窮

迫

状

態

)
に

つ

い
て

は
、

号

一
二

頁

以

下

。

(
3
)

}
・
国
o
凶ヨ
σ
①
お

①
5

〈
∪
〉
』
<
矯
ω
・
一
〇
跨

(
4
)

内
・
bd
貯
&
ロ
σq
"
口
ゆ
巳

げ
9

貫

一
唖
ω
・
。。
2
麟

尤

も

、

ビ

ン
デ

ィ

ン
グ

も

ま

た
、

普

通

ラ

ン
ト

法

六

九

三

条

以

下

を

と

り

あ

げ

よ
う

と

は

し

な

か

っ
た

。

(
5
)

旨

国
。
ぎ

σ
臼

αq
①
「
扇

8

げ
什ヨ
帥
2
。q
。
ω
彗

費

8

謬

9

時

一αq
①
ω
守

巳

。
貫

<
U
>
』

巳

く
噂
ド
㊤
O
。。
"
ω
」

隼

内
田

・
前
掲
警
察
研
究
六
四
巻
四

神奈川法学第30巻 第1号(i3s)

二

一
入

=
二
年

の
バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

に
な

る
と
、
「
合

法
行
為
」

は
、

か
な

り
整

理
さ
れ

て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
「
被
害
者

の
有

効

な
承
諾

に
も
と
つ
く
行
為
」

(
一
二
一二
条
)
・
「
権
利

の
合
法
的
行
使
」

(
一
二
四
条
)
・
「
正
当
防
衛
」

(
一
二
五
条
以
下
)
は
、
総
則
第
五
章

「
可

(↓

罰
性
を

阻
却
す

る
事
由
」
中

に
、
「
違
法

阻
却
事
由
」

と
し

て
、

一
括
規
定

さ
れ
る
と

こ
ろ
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。

「
合
法
行
為
」

が
、
総

(
2

)

則

に

一
括
規
定
さ
れ

た

こ
と
は
、
普

通
ラ

ン
ト
法

に
く
ら

べ
て
格

段

の
体
系
的
進
歩

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

尤
も

、
「
緊
急
避

難
」

(
一
二

一
条
八
号
)
は
、
「
責

任
無
能
力

」

(
一
二
〇
条
)
・
「
錯
誤
」

(
=

=

条
六
号
)
や
、

「
上
官

の
違
法
拘
束
命
令

に
よ

る
職
権
濫

用

・
職
務
違

反
」

(
一
二
二
条
)
と
共

に
、

「
責
任
阻
却
事
由
」
な

い
し

は

「
可
罰
性
阻
却
事
由
」
に
す

ぎ
な

い
も

の
と
さ
れ

(
3

)

(
4

)

・

本

稿
と
は
直
接
関
係

の
な

い
問
題

た
か
ら
、
「
違

法
阻
却
事
由
」
と

の
相
違

に

つ
き
、
深
刻
な

問
題

が
残
さ
れ
た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
、

領
域

に
属
す

る
か
ら
、
今

は

一
応
措

く

こ
と
に
し
よ
う
。

問
題

は
、
「
医
療
行
為

」
等

の

「
業

務
行
為
」
で
あ
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、

バ

(5

)

イ

エ
ル

ン
刑

法

典

は
、
普

通

ラ

ン
ト

法

と

違

っ
て
、

手

掛

り

と

な

る
規

定

を

置

い
て

い
な

い

の

で
あ

る
。

こ

の
限

り

で
は
、

J

・
ハ
イ

ン

(6

×

7

)

ベ

ル
ガ

ー

の
指

摘

が
当

た

っ
て

い
た

と

い
う

こ

と

に
な

ろ
う

。

し

か

し

な

が
ら

、
プ

ロ
イ

セ

ン
普

通

ラ

ン
ト
法

と

い

い
、

バ
イ

エ
ル

ン
刑

法

典

と

い

い
、
す

く

な

く

と
も

、
「
合

法

な

行
為

は

罰

せ

ら
れ

(8

)
(
9

)

る
こ
と

は
な

い
」

と

い
う
基
本
原

則
を
法
律
上

明
示
す

る
態
度

に

で
て

い
た

こ
と
は
、

こ
れ
を
率
直

に
認

め
る
必
要

が
あ
ろ
う

。
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(1

)

>
5
ヨ
①
蒔

ロ
5
ぴq
8

N
ロ
∋

Qo
q
塑
hσq
Φ
ω
①
言
ぴ
蓉

ぎ

旨
『
盆

ω
閑
α
ロ
貫
「
o
凶畠

しロ
巴
臼

P

切
臼

一
藁

。。
H
。。
矯
ω
9
N
雪

塗

(2

)

内

田

・
前

掲

警

察

研

究

六

四
巻

四
号

一
四

頁

以

下

。

(
3

)

〉

ロ
ヨ

臼

ざ

ロ
。q
①
口

旨

『

守

凶
。
ヨ

サ
ロロ
α
・

H
一
ω
』

ミ

跨

(
4
)

内

田

・
前

掲
警
察
研
究
六
四
巻

四
号

一
七
頁
以
下
。

(
5
)

尤
も
、
外

科
手
術
や
母
体

の
た
め

の
妊
娠
中
絶
手
術

等
は
、
「
傷
害

罪
」

(
一
七
八
条
以
下
)
・
「
堕
胎

罪
」

(
一
七

二
条

・
一
七
三
条
)
の
要
件

た
る

「
違

法
な
故
意

」
を
欠
く
も

の
と
し

て
と
ら
え
ら
れ

た
可
能

性
は
あ
る

と
思

わ
れ
る
。
〉
ロ
ヨ
①
鱒

§

ぴq
o
ロ

N
ロ
∋

ω
什
鑓
齢
①
ω
Φ
けN
σ
9
ゴ
o
旨
「
α
m
ω
訳
〇
三
⑳
「
①
凶o
ゴ

ロd
蝕
o
ヨ
}
じd
α
・一
押
H
o。
一
ω
噛
ω
.
劇
ω
h暁
`
田
hh

(
6
)

前
出
、

一
注

(
1
)
。

(
7
)

フ
ォ
イ

エ
ル
バ

ッ

ハ
は
、

「
法
規
」
に
も

と
つ
く
行
為
、
「
認
許
」
に
も

と
つ
く
行
為

、
「
法
義

務
」
に
も
と
つ
く
行
為
を

「
合
法
行
為
」
に
属
す

る
も

の

と
し

て
、

「
被
害
者

の
承
諾

」

に
も
と

つ
く
行
為

・
正
当
防
衛

に
並
列

さ

せ
る

だ
け

で
あ

っ
た

(〉
・
<
.
閃
①
⊆
霞
げ
餌
o
戸

い
①
ぼ
び
ロ
o
互

一
H
>
ξ
島

吻
器
自
)
。

な
お
、
前

出
、

一
注

(8
)
。

(
8
)

ち
な

み
に
、

一
八

一
三
年

バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

二
〇

五
号
は
、
「
懲
戒
権

濫
用
」

に
よ

る

「
傷
害
」
等

に

つ
き
規
定

し
た
。

し
た
が

っ
て
、
「
許
容
さ
れ

る
懲
戒

」

が
前

提

と
さ
れ

て

い
る

こ
と
は
疑

い
の
な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

(〉
旨
ヨ
Φ
蒔

巷

oq
o
コ
h
欝

しロ
巴
Φ
「ロ
"
じ口
自
.戸

o巾
.
。。
O
)
。

(
9
)

「
合
法
行
為
不

処
罰
」
の
宣
言

に

で
た
も

の
と
し

て
は
、
さ
ら

に
、

一
入

四
〇
年

ハ
ノ
!

バ
i
刑
法
典

を
あ
げ

る
こ
と

が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
典

は
、

総
則
第
五
章

「
可
罰
性

を
阻
却
な

い
し

は
消
滅

さ
せ
る
事
由
」
の
冒
頭
七
七
条

に

「
権
利

の
合
法
的
行
使
」
を
掲
げ
、
七
八
条
以
下

に

「
正
当
防
衛
」
、

八
二
条

以
下

に

「
責
任
無
能
力

」
・
「
錯
誤
」
・
「
緊
急
避
難

」
を
規
定
し
、
八

五
条

に

「
上
官

の
違
法

拘
束
命
令

に
よ

る
職
権
濫
用

・
職
務
違
反
」
を
規
定

す

る
と

い
う

態
度

に
で
た

の
で
あ

る
。

三

そ
の
後
の
立
法

・
学
説
に
お
け
る

「合
法
行
為
」
と
わ
が
刑
法
の
態
度

137

一

一
八

=

二
年

バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

や

一
八
四

〇
年

ハ
ノ
ー

バ
ー
刑
法
典

の
よ
う

な
立
法

態
度

は
、

そ

の
後
次
第

に
姿
を
消
す
よ
う
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(
1

)

に
な

っ
た
。

一
八
三
九
年
ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
グ

刑
法
典
九
五
条

以
下
、

一
八
四

一
年
ザ

ク

セ
ン
刑
法
典

六
六
条
以
下
、

一
八
四
五
年

バ
ー

デ

ン
刑
法
典

七
〇
条
以
下

に

こ
の
方
向

が
顕
著

に
窺

わ
れ
る
。

一
八
五

一
年
プ

ロ
イ

セ

ン
刑
法

典

・
一
八

六

一
年

バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

・

(2

)

一
八

七

一
年

ド

イ

ツ
帝

国

刑

法

典

も

、

そ

の
延

長

上

に
あ

っ
た
。

一
八

六

一
年

バ
イ

エ
ル

ン
刑

法

典

の
態

度

に

つ
き

、

J

・
ハ
イ

ン

ベ

ル

(3

)

ガ
ー

は
、
「
合
法
行
為
不

処
罰
」
は

「
お
そ
ら
く
自

明

の
こ
と

で
あ

る
と
し

て
規
定

さ
れ
な
か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
」
と

い
う

理
解

を
示
し

た
。

「
合
法
行

為
」
が
処
罰
さ
れ
な

い
の
は

「
自

明

の
理
」
で
あ
る

か
ら
敢

て
規
定
す

る
ま
で
も

な

い
と

い
う
態
度

は
、
J

・
ハ
イ

ン
ベ
ル
ガ

(
4

)

(
5

)

1

を

は
じ

め

と
す

る
当

時

の

一
般

的

見

解

で
あ

っ
た

と

い
え

よ
う

。

ク

ラ
イ

ン

フ

ェ
ラ
ー

も

、

全

く

同

じ

理
解

を

示
し

た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

ベ

ッ
セ
ラ

ー

は
、

一
八

五

一
年
プ

ロ
イ

セ

ン
刑

法

典

一
八

一
条

・

一
入

二
条

の

「
堕
胎

罪
」

に
関

し

、

医

師

が
、

母

(
6

)

体

の
安
全

の
た
め
に
堕

胎
し
、

ま

た
は
、
胎

児
を
殺

害
す

る
の
は
、

「
業
務
上

の
義

務
」
で
あ

る
と
し
た

こ
と
で
あ

っ
た
。

リ

ス
ト
や

ビ
ン

デ
ィ

ン
グ

が
、

「
職
務
行
為
」
・
「
業
務
行

為
」
の

「
合
法
化
」
を
力
説
し

た

の
も
、

「
自
明

の
理
」
の
立
法
化

は
決
し

て
無
駄

で
は
な

い
し
、

「
自

明

の
理
」
と
、
そ
う

ま

で
は

い
え
な

い
場
合

の

「
限
界
」
に
関
し

て
は
、
適

切
な
立
法
を
必

要
と
す

る
と

い
う
認
識

に
も

と
つ
く
も

の

(
7

)

と

い
う

べ
き

で
あ

る

。

(1
)

一
八
二
三
年
ヴ

ュ
ル
テ

ン
ペ

ル
グ
刑
法
草

案

=

一三
条

は
、
「
権
利

の
合
法
的
行
使
」
を
規
定
し

た
が
、

一
八
三
二
年

ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ

ル
グ
刑
法
草
案
か

ら

は
姿
を
消
し

て

い
る
。

(2
)

O
O
犀
血
四
目
日
0
5

∪
δ

】≦
讐
①
「
凶巴
δ
ロ
N
=
ヨ

ω
窪
駄

郎
O
O
ω
①
冒
げ
口
O
げ
O
言
『
島
O
℃
「
O
ロ
2
。。
o
ゴ
o
ロ
ω
冨
讐
①
P

↓
o
コ

ど

一
〇。
閉
ど

ψ

心
O
認
炉

凸
罵
h

に
よ
れ

ば
、

一
八
五

一
年
プ

ロ
イ

セ

ン
刑
法
典

は
、
「
緊
急

避
難
」
・
「
上
官

の
違
法
拘
束
命
令
遵
守
行
為
」
等

に

つ
い
て
は
こ
れ
ら
を
規
定
す
る

「
必
要

が
な

い
」

と

い
う
態
度
を

と

っ
た
の
で
あ

る
。

(3
)

一
・
国
虫
ヨ
げ
o
「
oq
臼
層
<
U
>
H
<
℃
ψ

QQ
.

(
4
)

前
注

(
1
)
。
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(5
)

ρ

毎

。
霞

亀

①
き

<
U
>
.
H
"
ω
●
§

h

(
6
)

ρ

ゆ
Φ
の
Φ
互

内
。
塁

Φ
暴

二

げ
Φ
「
翁

ω
9

h。q
Φ
ω
Φ
け§

。
げ
h
貯

α
δ

℃
曇

穿

g

。
5
。。
8
p
け
。
丘

。・
9

。。
既
§

・

(
7
)

,

謡

費

卜
g

『葺

7
b

>
邑

ω
・
褻

盆

Φ
『
茸

①
ぎ

昼

曽

F

・…

〉
・
鉾

一
塁

ψ

霞

ご

叢

h
馨

国
。
含

。q
鳩
欝

§

昼

一
℃
ψ

お
一

h勢

◎◎
O
㍑
瞥

尤
も
、

リ

ス
ト
は
、
医
師

の

「
業

務
権
」
を

唱
え

る
の
は
誤
り

で
あ

る

と

い
う
。
し

か
し
、

そ
れ
は
、
「
正
当
目
的

の
正
当
手

段
」
と

い
う

違
法

阻
却

の

基
本
原
理

に
包

含
さ
れ
る
と

い
う

の
で
あ

っ
て
、
「
業
務
権
」
の
内
容

そ

の
も

の
を
否
定
す

る
も

の
で
は
な

い
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ち
な

い

(雪

タ

ζ
弾
}
b
㊦
汀
げ
ロ
o
戸

b。
H
⊆
・
bρ
N
}
珪
ピ
ω
'
一
ミ
)
。
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二

「
合
法
行
為

」
が
処
罰
さ
れ
な

い
の
は

「
自
明

の
理
」
で
あ

る
か
ら

こ
れ
を
規
定
す

る
必
要

は
な

い
と

い
う
態
度

は
、
決
し

て
正
当

な
も

の
と

は

い
え
な

い
。

こ
の
よ
う

な
態
度

を
徹
底
す

る
な
ら

ば
、

お
よ
そ

「
刑
法
総
則
」

の
大
部
分

が

「
不
要
」

と
な
る
に
違

い
な

い

の
で
あ
る
。

尤

も
、
説

の
対
立

が
激
し
す
ぎ

て
、

そ

の
選
択

の
む
つ
か
し
さ
ゆ
え

に
、

立
法

を
差

し
控

え
る
と

い
う

場
合
も
な

い
わ
け

で
は
な

い
・

し

か
し
、

「
自
明

の
理
」
で
あ

る
と

い
う

理
由

だ
け

で
立
法

を
断
念
す

る

の
は
、
賢

明

で
な

い
と

い
う

べ
き

で
あ
る
。

「
自

明

の
理
」
の
「
限

界
」
に

つ
き
規
定
を
設
け

る

こ
と
は
、

む
し

ろ
必
要

な

こ
と

に
属
す

る

の
で
あ

る
。

現

に
、
「
正
当
防
衛
」
・
「
緊
急
避
難
」
の
規
定
し

か
も

た
な

い
最
務

ド
ィ

ッ
刑
法

で
は
、

「
超
法

規
的
違
法
阻
却
事

由
」
の
要
否

を
め
ぐ
り
、
無

用

の
混
乱
を
招
来
し

て

い
る
こ
と
を
想
起
す
る

必
要

が
あ
ろ
う
。

勿
諦

「違
法
阻
却
事
由
亥

す
べ
て
個
別
的

.
網
羅
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
立
法
技
術
的
に
困
難
で
あ
犠

論
理
的
に
も
不
罷

な

こ
と

に
属

す

る
か
も
し
れ
な

い
。
し

か
し
、
包

括
的

・
一
般
的

な

「
許
容
規
定
」
を
設
け

る
こ
と
は
、
十
分

可
能
な

の
で
あ
る
。
包
括
的

な
処

罰
規
定

は
罪
刑
法
定
主
義

に
反
す

る
が
、
包

括
的
な
許
容
規
定

は
、
何
ら
罪
珊
法
定
主
義

的
制
約

に
服
す

る
も

の
で
な

い
こ
と
も
・
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(
3

)

ま

た
多
言
を
要
し
な

い
で
あ
ろ
う

。

(1
)

こ

の
点

は
、

ハ
イ

ニ

ッ
ツ

が
的

確

に
指

摘

す

る

と

こ
ろ

で
あ

る

。

同

=
①
三

貫

∪
ロ
ω
℃
「
o
び
♂
ヨ

匹
魯

ヨ
9。
9
ユ
鮎
一①
ロ
勾
Φ
6
算

ω
≦
置
ユ
αq
評
Φ
凶戸

ω
梓
5

>
げ
7

鵠

,
bの
一
ど

一
〇
bの
9

ω
.
一
〇
◎◎
h
炉

一
N
O
・

(
2
)

}
.
Z
㊤
αq
δ
5

U
臼

9

ロ
ニ
碗
Φ

ω
冨

巳

血
曾

冨

汀

o

<
8

α
臼

国
①
9

冨
9

α
ユ
ひq
ぎ

一∬

田

a

一ロ
σq
-
閃
Φ
ω
富
o
筈

捧

一
bd
巳

押

一
〇
拝

ω
』

胡
{
h̀

ω
㎝
。。
臣

旧
国
・

出
o
ヨ
騨
N
噂
ω
什
5

諺
σ
巨

出
.
N
一
ど

q∩
.
一
一
トo
hh
・

(
3
)

包

括
的

・
一
般
的
な

「
許
容

規
定
」
を
設
け

る

こ
と

に
よ
り
、
実
定
法

を
越
え

た
価
値

に
違
法
阻
却
事
由

の
根
拠
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か

っ
た

「
実
質

的
違
法
性
論

(超
法
規
的
違
法

阻
却
事
由
論
)
」

の
苦
悩

(即

質

=
ゆ
r
目
o
訂
げ
ロ
o
貫

日

F

N
N
>
ロ
典

Qo
㌧
一
ω
ω
臣

)
も
解
消
す

る
に
違

い
な

い
の
で
あ
る
。

後
出
、

三

・
三
注

(
1
)
。

三

こ
こ
に
お

い
て
、

わ

が
現
行
刑
法

三
五
条

は
、

「
法
令
行
為
」
と

「
正
当
業

務
行
為
」
は

こ
れ
を
処
罰
し
な

い
旨
を
宣
言
し

た
。
勿

論
、
違
法
阻
却
事
由

(正
当
化
事
由
)

と
し

て
で
あ

る
。

こ
れ

は
、
J

・
ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

や
ク
ラ
イ

ン
フ

ェ
ラ
ー

の
批
判

に
も
か
か
わ

ら
ず
、

立
法
史

的

に
は
、
ま
さ

に
画

期
的
な

こ
と
で
あ

っ
た
と

い
わ
な
け

れ
ば
な
る
ま

い
。

そ

の
解

釈
論
上

の
成
果
も
測
り
し
れ
な

い
も

(
1

)

の
を
も

っ
て

い
る
と

い
え
よ
う
。

し
か
し
、
本

稿

の

「
ね
ら

い
」
は
、

三
五
条

の
由
来
を

訊
ね

る
こ
と

に
あ

る
。
以
下
、

こ
の
問
題

に
焦
点

を
絞

っ
て
検
討
を
進
め
よ
う
。

さ

て
、
旧
刑
法
七
六
条

は
、
「本

属
長
官

ノ
命
令

二
従

ヒ
其
職
務

ヲ
以
テ
為

シ
タ

ル
者

ハ
其

罪

ヲ
論

セ

ス
」
と
規
定
す

る

の
み
で
あ

っ
た
。

さ
き

に

一
言
し

た
よ
う

に
、

ま
さ

に

「
命
令

遵
守

行
為
」

の
不

処
罰
宣

言

に
す

ぎ
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
尤
も
、

ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド

の

「
日

本
刑
法
草
案
」

(明
治

一
〇
年
)
八
入
条

は
、

「
左

二
記
載

シ
タ

ル
諸
件

二
於

テ

ハ
其

罪
ヲ
論

セ
ス
」
と
し

て
、
そ

の
第

一
に

「
抗
拒

ス
可

カ

ラ
サ

ル
脅
迫

」

に
よ

っ
て

「
己

ム
ヲ
得

ス
」
脅

迫
者

の
意

に
従

っ
た

と
き
、
第
二

に
、

天
災

そ

の
他

に
よ

っ
て

「避

ク
可

カ
ラ
サ

ル
危
難
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難

鋸

輩

嘱
鍵

雛

繊盤

自難

議
綴
誤

幕
哨り臓難

る
と
さ
れ
る

の
で
諺

て
、

正
当

防
衛

が

「
殺
傷

二
関

ス
ル
憲

及

ヒ
不
論

罪
」

と
し

て
、
各

則
三
四
三
条
以

下
に
規
定

さ
れ
た
に
す
ぎ

な

い
こ
と
と
相
侯

っ
て
、
違
法
阻
却

と
責

任
阻
却

の
混
清

・
不
整

理

の
批
判
を
免
れ
え
な

い
で
あ

ろ
う

が
、

こ
の
点

は
今
は
措

誌

・
問

題
は
、

「
法
律

ヲ
執

行
」
す

る
場
合

が
削

除
さ

れ
た
か
た
ち

で
旧
刑
法

七
六
条

が
制
定

さ
れ
た
ゆ
え

ん
で
あ

る
・

と

.」
う

が

、

こ

の
占
だ

つ
い

て
は

、

現

在

の
と

こ
ろ

、

そ

の
根
拠

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

が

で
き

な

い
の

で
あ

る
・

旧
刑

法

は

・

草
案

八
八
条
を
七

五
条

(草
案
八
八
条

一
.
二
)
と
七
六
条

(草
案
入
八
条
三
)
と
に
一
秀

し

た
が
、

正
当
防
衛

は
、
「
権
利

ヲ
行

フ
タ

ル
苑

」

と
し
な

が
ら
も
、

こ
れ
を
依
然

「
殺

傷

二
関

ス

ル
宥
恕

及

ヒ
不
論

罪
」
と
し

て
三
・
九
条
以
下

に
置

い
た
ま
ま

で
あ

つ
な
巳
・
「
葎

ヲ
執

匝

す
る
場
合
に
露

、
何
故
.」
れ
を
削
除
し
た
の
か
と
い
・つ
問
題
に
関
し
置

そ
の
資
料
的
根
拠
は
こ
れ
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
か
ら

で
あ

る
。

し

か
し
な

が
ら
、

フ
ラ

ン
ス
刑
法
三

二
七
条

に
最
も
近

か

っ
た
草
案
入

八
条
第

三
に
せ
よ
旧
刑
法

七
六
条

に
せ
よ
・
さ
ら

に
は
ま
た
・

フ
露

ス
刑
法
三

三

条

.
三
二
入
条
等

(正
当
防
蓼

に
よ
る
殺
傷
)
に
近

か

っ
た
草
案
三
四
三
条

以
下
に

せ
よ
旧
刑
法

三
・
九
条
以
下

産

よ
、

い
ず

れ
も
、

ロ
↓

法

.
プ

・
イ

セ

ン
並
・
通

フ
ン
疾

等

の
伝

統

の
枠
内

に
あ

る

こ
と
は

こ
れ
を

否
定

し
え

な

い
の
で
あ

る

か
ら
、
今

は

こ
れ
以
上

の
議
論

に

で
ず

、
資
料

の
収
集
を

も
含

め
て
、
将
来

の
課
題
と
す

る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う

・

現
行
法
三

五
条

の
出

発
は
、

明
治

二
入
年

「
刑
法

草
案

四
入
条

」

に
遡

る

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
.
尤

も
・

明
治

二
五
年

百

二

三
日
か
ら
明
治
二
七
年

三

旦

九
日
ま
で
の
間
に
、
七
六
回
に
亘

っ
て
も
た
れ
た

「刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
藁

」
に
よ
れ
ば
・
そ

の
三

六
回

.
三
七
回

の
決
議
と
し

て
、
刑
法

総
則
第
三
章
中

、
五
四
条

(緊
急
避
難
)
・
五
六
条

(正
当
防
衛
)
の
間

に
・
五
五
条

と
し

て
・

「
葎

又

ハ
相
当
官
署
、
官
吏

ノ
零

二
依

リ
為

シ
タ

ル
行
為

ハ
之

ヲ
罰

セ
三

と

い
う
規
定
を
置

≦

」
と
が
提

案
さ
れ
・
「
規
{疋
無

用
論
」
・
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「
規
定
不
可
能
論
」
も

あ

っ
た
が
、

旧
刑
法

七
六
条

の
規
定

だ
け

で
は
狭
す
ぎ

る
と

の
見
地

か
ら
、

こ
れ
を
拡

げ
た
旨

の

「
理
由
」
が
付
さ

れ
た

の
で
あ

っ
て
、
「
日
本

刑
法
草
案
」
八
八
条
第

三

の
復
活

と
も

い
え

る
も

の
で
あ

り
、

立
法

史
的

に
も
甚

だ
興
味
深

い
態
度

で
あ

っ
た

と

い
え
る
も

の
で
あ

る
が
、

依
然
、

「
正
当
業
務
行
為

」

は
考
え
ら

れ
て

い
な

か

っ
た
の
で
あ

る
。

(
12

)

こ
こ
に
お

い
て
、
明
治

二
八
年
「
刑
法

草
案
」
四
入
条

は
、
「法
令

又

ハ
正
当

ノ
業
務

二
因
リ
為

シ
タ

ル
行
為

ハ
之

ヲ
罰

セ
ス
」
と
規
定

し
、

(
13

)

現
行
法
三
五
条

へ
の
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
た

の
で
あ

っ
た
。

明
治
三
〇
年

「
刑
法

草
案
」
四
八
条
も
、

こ
れ
を
全

面
的

に
踏
襲

し
た
。
し

か
し
、

そ

の
理
由
づ
け

は
、

い
ず

れ
も
あ
き
ら

か
に
さ
れ

て

い
な

か

っ
た
、

と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

そ

の
後
、

明
治

三

二
年

五
月
三
〇

日
か
ら

明
治

三
四
年
三
月

一
五

日
ま

で
の
間

に
、

一
一
九

回

に
亘

っ
て
も

た
れ
た
「
法
典
調
査
会
」
第

三
部

の
改

正

.
立

案
作

業

で
は
、
そ

の
第

一
二
回
会
議

に
お

い
て
、
草
案

四
八
条

に

つ
き
、

江
木
衷

・
富
井
政
章
両
委

員

の

「
規
定
不
要
論
」
.
「修

正
論
」

が
少
数

で
否
決

毒

・

明
治
三
三
年

「
刑

法
改

正
案
」
四
八
条

へ
と
引
き
継

が
れ

た

の
で
あ

っ
た
が
、

三
三
年
案

四
八
条

の

蓬

由
L
は
、

「
現

行
法
第

七
十
六
条

ハ
…

…
業
務
上
為

シ
タ

ル
行
為

二
付
テ

ハ

一
言

ノ
規
定

ナ

ク
之
力
為

メ
解

釈
上

ノ
困
難

ヲ
生

シ
タ

ル

コ
ト

ア

ル
ヲ

(
15

)

以

テ
修

正
案

ハ

一
般

二
法
令

二
因

リ
又

ハ
正
当

ノ
業
務

ヲ
以

テ
為

シ
タ

ル
行
為

ハ
罪
ト
ナ

ラ
サ

ル

コ
ト
ヲ
明
確

ニ
シ
タ
」

と
す

る

に
と
ど

ま

り
、
そ
れ
以
上

の
理
由

づ
け

は
全
く

み
ら
れ
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
明
治
三
四
年

「
刑
法
改

正
案

」
四
五
条

に
関

し

て
も
、
全

く
同
じ

(
16

)

理

由
づ
け
し

か
示
さ
れ

て

い
な

か

っ
た
と

い
わ
ざ

る
を

え
な

い
で
あ

ろ
う

。

現
行
三
五
条

の
制
定
を

め
ぐ

る
議

論

が
本
格
化

し
た

こ
と
を
確
認

で
き

る

の
は
、
第

一
六
回
帝
国
議
会

に
提

出
さ
れ
た
明
治

三
五
年
「
刑

法

改
正
案
」
四
五
条

に
関

し
て

で
あ

る
。
同
改

正
案

四
五
条

も
、
「
法
令

又

ハ
正
当

ノ
業
務

二
因

リ
為

シ
タ

ル
行
為

ハ
之

ヲ
罰
セ

ス
」
と

い

(
17

)

う

も

の
で
あ

っ
た
が
、

そ

の

「
理
由
」

は
、

三
三
年
案

四
八
条

の

「
理
由

」
と
全
く
同

一
で
あ

っ
た
と

こ
ろ
、

明
治
三

五
年

二
月

一
〇

日

に
も

た
れ
た

「
貴
族
院
刑
法
改

正
案
特

別
委
員
会
」
に
お

い
て
、

「
法
令
行
為
」
と

「
正
当
業
務
行
為

」
の
関
係

が
問
題
と
さ
れ
、
さ
ら

に
、

「
罰

セ

ス
」
と
す

る
よ

り
は

「
罪
ト

セ

ス
」
と
す

る

べ
き

で
は
な

い
か
と

い
う
修

正
案

(丹
羽
長
保
委
員
案
)
が
提
出

さ
れ
、

あ
る

い
は
、
四
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五
条

は

「
規
定

ス
ル
値

打

ノ
無
イ

モ
ノ
」

で
あ

る
か
ら
削

除
し

て
も

よ

い
の
で
は
な

い
か
と

い
う

提
案

(菊
池
武
夫
委
員
案
)
が
な

さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
.
し
か
複

採
決

の
結

果

い
ず

れ
も

が
少
数

で
否

決
さ
れ
・
原
案

が
容
れ

ら
れ
た

の
で
知

・
窺

定
無
用
論
L
の
復

活
は
・

立
法
史
的

に
も

興
味
深

い
も

の
が
あ

ろ
う

が
、
そ

の
積
極
的

な
根
拠

に
は
依
然

乏
し

い
も

の
が
あ

っ
た
と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
。
し
か
し
、

同
時

に
、

「
規
定
必
要
論
」
に
も
、
特
段

の
根

拠

は
示

さ
れ

て

い
な

か

っ
た
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

明
治
三
五
年
第

一
七
帝
国

議
会
提
出

「
刑
法

改
正
案
」
四
四
条

の

「
翫

」
が
・
笙

⊥ハ
帝
国
議
会

提
出
案

四
五
条

の
そ
れ
と
全
く
里

で
あ

っ
た

こ
と

が
・

こ
れ
を
端
的

に
物

語

る

の

で
あ

る
。

(
20

)

そ

の
後
、

明
治

三
九

年

「
刑
法

改
正
案
」
三
七
条

が

「
法
令
行
為
」
・
「
正
当
業
務

行
為
」
に

つ
き
規
定
し
、

「
法
律
取
調
委
員
会
」
の
第

一
一
回

.
一
二
回
委

員
総
会

(明
治
三
九
年

一
一
月

一
九
日

・
二

一
日
)
に
お

い
て
、
右
三
七
条

の
二
項

と
し

て
、
「
上

司
ノ
職
務
上

ノ
命
令

(
21

)

二
従
ヒ
為
シ
タ
ル
行
為
亦
同
シ
」
を
追
加
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
が
否
決
さ
れ
、
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
の
明
治
三
九
年

「刑
法
改
正

案

(成
案
)」
三
五
条

と
し

て
、

現
行
法
三

五
条

の
前
身

が
完

成
す

る
と

こ
ろ
と
な

っ
た
が
・

そ

の

「
識

」

は
・
笙

七
回
帝
国
議
ム
髭

出

案
四

四
条
等

の
そ
れ
と
全

く
同

一
で
あ

っ
た

こ
と

が
確
認

さ
れ
る
。

明
治
四
〇
年

「
刑
法
改

正
案

」
三
五
条

も
、
ま

た
同

一
規
定
を
設

(
23

)

け

た
が
、

こ
れ

に

つ
き
、

明
治
四
〇
年

二
月

二
七
日

の
衆
議
院
刑
法

改
正
案
委
員

(特
別
調
査
委
員
)
会
第

五
回
会
議

に
お

い
て
、
花
井
卓

蔵

委
員

の

「
三

五
条
無

用
論
」

が
提
出
さ
れ
、
平

沼
駅

一
郎

・
政
府
委
員

の

「
明
確
化
」

の
た
め

の

「
規
定

必
要
論
」

が
述

べ
ち
れ
、
採

(
24

)

決

の
結
果
、
結
局
、

原
案

が
採
択
さ
れ

た
の

で
あ

る
。

以
上
眺

め
た
限

り

で
は
、

三
五
条

必
要
論

が
、

リ

ス
ト

ーー
ビ

ン
デ
ィ

ン
グ
等

の

「
業
務
権

論
」
を
ど

の
程
度
意

識
し

て

い
た
か
、
逆

に
、

三
五
条
無
用
論

が
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

1ー
ク
ラ
イ

ン
フ

ェ
ラ
ー
等

の

「
業
務
権
無

用
論

」
を
ど

の
程
度
支
持
し

よ
う

と
し

て

い
た
か
に

つ

い
て
、
十
分
な
資
料
的
根
拠
を
確

認
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
と

い
わ

ざ
る
を

え
な

い
で
あ

ろ
う

。
わ

た
く
し

の
疑
問

は
、
未

だ
解
明
を

み

る

に
至

っ
て

い
な

い
の
で
あ

る
。
結
局

は
、

ハ
イ

ン
ベ
ル
ガ
ー

の
推
論
を
支
持

せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況

で
あ

る
。

〆



だ
が
し

か
し
、
三
五
条
も

ま
た
、

ロ
ー

マ
法

以
来

の
伝
統

を
継
受
し

た
こ
と
に
な

る
。
目
下

の
と

こ
ろ
、
そ

の
詳
細
な
経
路

を
明
白
に

幽

す

る

こ
と
が
で
き
な

い
だ
け

で
あ
る

こ
と
を
指
摘

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
・
当
時

の
学

説

に
対
し

て
敵

ほ
ぼ
同
様

の
評
価

に
で
る

こ
と

(
25

)

が
許

さ

れ

よ
う

。

神奈川法学第30巻 第1号(144)

(
1
)

た
と
え
ば
、
最

決
昭
和
三
九
年

一
二
月

=
二
日
刑
集

一
八
巻

一
〇
号
六
九
八

頁

(「
舞
鶴
事

件
」
)

の

一
・
二
審
判
決

は
、
「
超
法
規
的
違
法
阻
却
事
由
」

の
根
拠
を
、
刑
法

三
五
条
そ

の
も

の
に
求
め

る
の
で
あ

る
。

(
2
)

日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
第

-
分
冊

(早
稲

田
大
学
図
書
館
資
料
叢

刊
1
)

(昭

五

一
)
二
三
六
頁
以
下
、
吉
井
蒼
生
夫

目
藤

田
正

11
新
倉
修

編

.
刑
法

草
擦
注
解
上

(
日
本
立
法
資
料
全
集

8
)

(平
四
)
二
四
五
頁

以
下
。

ち
な

み
に
、
「
日
本
刑
法
草
案
」

(明

一
〇
年
)
八
八
条

は
、

ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド

の

「
再
閲
修
正
草
案
」

(明
治

一
九
年
)
で
は
、
九
〇
条
と
な

っ
て
お
り

(宮

城
浩
蔵

・
刑
法

正
義
上
巻

(明
二
六
)
五
五
五
頁
以
下
参

照
)
、

こ
れ
を
前

提
と
し

て
立
論
す

る
論
者
も

い
る

(
た
と
え
ば
、
岡

田
朝

太
郎

.
日
本
刑
法
論

(訂
正
増
補
再

版
)

(明
二
八
)
三

一
八
頁
以

下
)

こ
と
を
付
言
し

て
お
く
。

(
3
)

吉
井

1ー
藤

田
11
新
倉

編

・
前

掲
刑
法
草

擦
注
解
上
二
四
五
頁
以

下
。

(
4
)

吉
井

11
藤

田
正

11
新
倉

修
編

・
刑
法
草
擦

注
解
下

(
日
本

立
法
資

料
全
集

9
)

(平

四
)
九
四
七
頁
以
下
、
九
六
八
頁
以
下
参
照
。

(
5
)

尤
も
、
吉
井

11
藤

田

11
新
倉
編

・
前
掲

刑
法
草
擦
注
解

下
九

六
九
頁
以
下

に
よ
れ

ば
、
「
宥
恕
」
の
問
題

と

「
行
為

ノ
罪
ヲ
論

セ
サ

ル
モ
ノ
」
と

の
相
違

が
区
別
さ
れ
、

ロ
ー

マ
法
上
、
正
当
防
衛

は

「
権
利

ヲ
行

フ
タ

ル
ナ
リ
」
と
さ
れ
て

い
た
と

い
う

の
で
あ

る
か
ら

(前
出
、

一
注

(
7
)
参

照
)
、

ボ
ア

ソ
ナ

ー
ド

に
お

い
て
も
、
「
責

任
阻
却
」

と

「
違
法

阻
却
」

の
区
別

は
意
識

さ
れ
て

い
た
と

い
え
よ
う
。

サ

ダ

(
6
)

前
注

(
5
)
参
照
。

(7
)

こ
れ

に
対
し

て
、
宮
城
浩
蔵

・
刑
法

正
義
下
巻

(明
二
六
)
六
六
三
頁
以
下
、
岡

田

・
前
掲
書
三

二
五
頁
以

下
、

古
賀
廉
造

.
刑
法
新
論
総
論

之
部

(増

補
訂
正
五
版
)

(明
三
三
)
五

一
九
頁

以
下
は
、

い
ず

れ
も
強

い
批

判
を
展
開
し

て

い
た
の
で
あ

る
。

(
8
)

吉
井

11
藤

田
11
新
倉
編

・
前

掲
刑
法
草
撲
注
解
上

二
五

一
頁

に
よ

れ
ば
、
「
法
律

ノ
命

ス
ル
所

二
従

ヒ

一
事
件

ヲ
執
行

シ
タ

ル
者

罪
ナ
キ

ハ
論

ヲ
待
タ

ス

シ
テ
明
カ
ナ

リ
」

と
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ

る

「
自

明

の
理
」

の
理
論

に
ほ
か
な

ら
な

い
わ
け

で
あ
る
。
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ま
た
、

「
ロ

エ
ス
レ
ル
起
稿

『
日
本
刑
法

草
案
第

一
篇
総
則

二
対

ス
ル
意
見
』
」

(伊
藤

博
文
編

・
秘
書
類
纂
法
制
関
係
資
料

上
巻
)

(昭
九
)
五
七
四
頁

以
下
、
五
九
九

頁
以
下

が
、

「
法
律

二
拠

テ
為

ス
所

ノ
所
為

ヲ
罰

ス
ペ
カ
ラ
ザ

ル
事

ハ
勿
論

ノ
事
ナ

リ
」
と

い
う

理
由

で
、
草

案
八
入
条

(九
〇
条
)
の
「
削

除
」
を
具
申
し

て

い
た

こ
と
は
興
味
深

い
も

の
を
も

っ
て

い
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

現
に
、

ロ
エ
ス
レ
ル
の
意
見

に
は
、
頻
り

に
、

一
八

七

一
年
ド
イ

ツ

刑
法

の
援
用

が
み
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

(9
)

高
木
豊
三

・
校

訂
刑
法
義
解

(
明

一
五
)
.二
二

一
頁
以

下
、

八
五
八
頁
以
下
、

八
七
〇
頁
以
下
参
照
。

(
10
)

尤
も
、

フ
ラ

ン
ス
刑
法

は
、

そ

の
総
則
六
西
条

に
、

「
責
任
無
能
力
」
・
「
絶
対
的
強
制
下

の
所
為

」
を

犯
罪
不

存
在
事

由
と
し

て
掲
げ
、
六
五
条

で

「
責

任
阻
却
」

・

「
減
軽
」
可
能

の
余

地
を
認

め
、

六
六
条

で
若
年
犯
人

に
対
す

る

「
減
軽
」
等
を
規
定
す

る
態
度

に
で
て

い
た

の
で
あ

っ
て
、
プ

ロ
イ

セ
ン

普

通
ラ

ン
ト
法
等

の
態
度

に
近
く

(内

田

・
前
掲

警
察

研
究
六
四
巻
四
号

一
一
頁
以
下
参
照
)
、
「
違
法
阻
却
事
由

」
と

の
関
係

が
明
確
さ
を
欠
き
、

こ
の

点

で
は
、

わ

が
旧
刑
法

や
明
治

一
〇
年
草
案

よ
り
も
後
進
的

で
、
比
較
法
的

に
も

「
特
異

で
あ

っ
た
」

(}
・
=
Φ
一円口
σ
0
「αq
①
さ

～
「目
》〉
。
一
.く
噂
Qり
.
一
〇
)
と

い
わ

ざ

る
を
え
な

い
も

の
が
あ

っ
た

が
、

こ
こ
で
は
、
特

に
問
題

と
す

る
必
要

は
な

か
ろ
う
。

な
お
、
O
,
閑
一Φ
冒
噛
Φ
一一Φ
5

<
U
>
.
♂

Qn
』

㊤
無
h

(11
)

内

田
文
昭

11
山
火
正
則

11
吉
井
蒼
生

夫
編

・
刑
法
②

(
日
本

立
法
資

料
全
集

21
)

(平
五
)
四
五
頁
以
下
、
八

七
頁
。

(
12
)

内

田

11
山
火

11
吉
井
編

・
前
掲

刑
法
②

=
二
八
頁
。

(
13
)

内

田

"
山
火

11
吉
井
編

・
前

掲
刑
法
②

=
二
八

頁
。

(
14
)

内
田

11
山
火

11
吉
井

編

・
前

掲
刑
法
②

一
八

六
頁
。

(
15
)

内

田
"
山
火

11
吉
井

編

・
前

掲
刑
法
②
五

一
五
頁
。

(
16
)

内

田
文
昭

n
山
火
正
則

11
吉
井
蒼
生
夫

編

・
刑
法
㈲
1

1

(日
本

立
法
資
料
全
集

22
)

(平
六
)
八
六
頁
。

(
17
)

近
く
刊

行
す

る
予
定

の
内

田
文
昭

11
山
火

正
則

ーー
吉
井
蒼
生

夫
編

・
刑
法
ω

(
日
本

立
法
資

料
全
集

24
)

に
お

い
て
紹
介
す
る
。

(
18
)

内
田

11
山
火

11
吉
井
編

・
前
掲

刑
法
ω

に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(
19
)

近
く
刊
行
す
る
予
定

の
内

田
文
昭

"
山

火
正
則

11
吉
井

蒼
生
夫
編

・
刑
法
㈲

(
日
本

立
法
資
料
全
集

25
)

に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(20
)

近
く
刊
行
す

る
予
定

の
内
田
文
昭

ー1
山
火
正
則

11
吉

井
蒼
生
夫
編

・
刑
法
㈲

(日
本

立
法
資
料
全
集

26
)

に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(21
)

内

田
目
山
火

11
吉
井

編

・
前

掲
刑
法

⑥
に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(
22
)

内

田
11
山
火

11
吉

井
編

・
前
掲
刑
法

⑥
に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(
23
)

近

く
刊
行
す

る
予
定

の
内

田
文
昭

"
山
火
正
則

11
吉
井
蒼
生

夫
編

・
刑
法
ω

(
日
本
立
法
資
料
全
集

27
)

に
お

い
て
紹
介
す

る
。
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(24
)

内

田
朋
山

火

11
吉

井
編

・
前
掲
刑
法

ω

に
お

い
て
紹
介
す

る
。

(25
)

江
木
衷

.
現
行
刑
法

原
論
巻
之

二

(訂
正
増
補
再
版
)

(
明
二
七
)

三

一
頁
以

下
は
、

旧
刑
法

七
六
条

の
精
神

に

つ
き
、
「
法
律

ノ
命

ス

ル
所

ノ
所
為

ハ

罪
ト
ナ
ラ
サ

ル
コ
ト

ヲ
示

ス
モ
ノ

ニ
過

キ

ス
」
と

い
い
、
岡

田

・
前

掲
書

一
八
五
頁
以

下
、

三
〇
六
頁
以
下

は
、
「
権
利
行
為
」
と

「
無
責
任
」
と

の
区
別

を
前

提
と
し
、

旧
刑
法

七
六
条

の
場
合

や
、

正
当
防
衛

は

「
権
利

行
為
」

で
あ

る

の
に
対
し
て
、

旧
刑
法
七
五
条

は

「
無
責
任
」

の
場
合

に
す

ぎ
な

い
と

い
う

だ
け

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
宮

城

.
前
掲
書

五
二
三
頁
以
下

は
、

旧
刑
法
七

六
条

を
も
・

同

七
五
条

と
同
じ

「
自
由
次
如
」

の
見
地

で
と
ら
れ

る
べ
き

で
あ
る
と
し
な

が
ら
、
宮
城

浩
蔵

.
刑
法

正
義

下
巻

(明
二
六
)

六
六
二
頁
以
下

は
、

正
当
防
衛

は

こ
れ
を

「権

利
実
行
」

と
し

て
と
ら
え

る
べ
き

で
あ

る
と
す

る

の
で
あ

っ
て
、

そ
れ
自

体

に
問
題
を
包
蔵
す

る
わ
け

で
あ

る
が
、
「
正
当
業

務
行
為
」

に

つ
い
て
は
触

れ
る
と

こ
ろ
が
な

か

っ
た
の
で
あ

る
・

こ
れ
に
対
し
て
、
古
賀

.
前

掲
書

五

一
四
頁
以

下
は
、
フ
ラ

ン
ス
刑
法
三

二
七
条

・
旧
刑
法

七
六
条

無
用
論

に
た
ち

な
が
ら
も
、
「
若

シ
少
シ
ク
本
條

ヲ

改

征

ス
沸

弓
尋
ヲ
為
サ

バ
或

ハ
大

二
社
会

二
実
益

ヲ
為

ス

ニ
足

ル
可

シ
其
改

正
ト

ハ
果

シ
テ
如
何

ス

ル
カ
日
ク

『貴

盟
必

{
熱
務

論
後

弥
瀞

泌
ダ
か
行
巻

ハ
之

ヲ
罰

セ

ス
』

ト
ノ
規
定

ヲ
設

ク

ハ
可
ナ
ラ

ン
カ
…
…
今
撃

剣
家

、
角
力
師
、

外
科
医

等
力
業
務
執
行

ノ
場
合

二
於

テ
犯
罪

ヲ
構
成

ス
ト
為

ス
ハ
実

二

刑
法

ノ
原
則

二
違

フ
甚

シ
ト
謂

ハ
サ

ル
ヲ
得

ス
」
と
論
述

し
た
。

わ

が
国

の
学
説

で
、

「
業
務
行
為
」
に
論
及
し
た

の
は
、
わ
た
く
し

の
み
る
限
り
・
古
賀

博
士
を
も

っ
て
噛
矢

と
す

る
ば
か
り

か
、
右

の
論
述
は
、

明
治

四
〇
年

二
月
二
七

日

の
衆
議
院
刑
法
改

正
案
委
員
会
第

五
回
会
議

に
お
け
る
平
沼
委
員

の

趣
旨
説
明

(前
注

(24
)
)
よ

り
も
さ
ち

に
詳
細

な
内

容
を
も

つ
も

の
で
あ

っ
て
、
極

め

て
重
要
な
意
義
を
有
し

て

い
る
と

い

っ
て
過
言
で
は
な

い
・
し
か

し
な

が
ら
、
そ
れ

が
、
ド
イ

ツ
刑
法
理
論
等

と
か
か
わ
り
を
も

つ
の
か
、

あ
る

い
は
、
全
く
古
賀
博
士
独
自

の
卓
見

に
な

る
も

の
か
に

つ
い
て
は
説
明
が

な

い
点

で
、
わ
た
く
し

に
と

っ
て
は
、
な
お
不
満

が
残

る

こ
と
を
否
定
し

え
な

い
の
で
あ
る
。

四

む

す

び

(146)

一

(湖
治

δ

年

百

本
刑
肇

案
L
八
八
条
や
旧
刑
法
七
五
条

.
七
六
条
は
、
あ
き
ら
か
に
z
フ
ン
ス
刑
法
の
影
響
を
受
け
た
規
定

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
し

て
、'
現
行
刑
法
三
五
条
、

と
り
わ
け

「
正
当
業

務
行
為
」
条
項

は
、

そ

の
直
接

の
モ
デ

ル
を
も

た
な

い
も

の
で

あ

る
こ
と

が
示
さ
れ

た
と

い
わ
ざ
る
養

な

い
.

.」
れ
が
、
本
稿

の
結
論

の
笙

で
あ
ゑ

ま

た
、

ベ

ル
†

や
リ

ス
あ

見
解

は
、
死

刑
存
廃

論
等
を

め
ぐ

っ
て
紹
介

さ
れ
た

が
、
「
正
当
業
務
行
為
」

の
見
地

で
は
と
り
あ
げ
ら
れ

た
形
跡

が
窺

わ
れ
な

い
の
で
あ

る
・



尤
も
、
現
行
刑
法

の
立
法
者

は
、

フ
ラ

ン
ス
刑
法

の
み
な
ら
ず
、

一
入
八

一
年

オ
ラ

ン
ダ
刑
法
典

四
二
条

.
四
三
条
や

一、八
八
九
年
イ

働

タ
リ
ー
刑
糞

四
九
条
等
を
も
参
看
し
て
舞

し
か
し
な
が
般

「
正
当
業
務
行
為
」
の
前
例
は
、
ハ
イ

ン
ベ
ル
ガ
あ

指
摘
の
考

に
、

(4

)

勿
論
存
在

し
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

(
5

)

結

局
、
わ

が
立
法
者

は
、

「
正
当

な
行
為

は
こ
れ
を
許

す
」
と

い
う

「
自

明

の
理
」
を
敢
然

と
立
法
し

た

こ
と

に
な

る
。

こ
れ
が
、
本
稿

の
第

二

の
結
論

で
あ
る
。

刑法三五条の制定147

(
1
)

前

掲
、

日
本
刑
法
草
案
会
議
筆

記
第

1
分
冊

二
三
六
頁
以
下
、
高
木

・
前
掲
書
二

二
〇
頁
、

二
二
三

頁
、
岡

田

.
前

掲
書
三
二
〇
頁
以
下
。

(
2
)

内

田
11
山
火
11
吉
井
編

・
前

掲
刑
法
②

一
九
頁

以
下
参
照
。

(
3
)

内

田
ーー
山
火
11
吉

井
編

・
前
掲
刑
法
②
三
九

頁
、

田
中

正
身

・
改
正
刑
法
繹
義
上
巻

(
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻

35
)

(平
六

.
復
刻
版
)
四
〇
〇
頁
以

下
。

な
お
、
○
・
置

o
言
ho
目
o
き

〈
U
}

ど

ψ

ω
H
一
hh
…
U
.
類
虫
∋
げ
o
『αq
o
き
≦

)
〉
」
<
噂
ω
・
麟
炉

N
。。
跨

(
4
)

ち
な

み
に
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー
は
、
大
学
教
授

が
労
働
者

決
起
を
呼

び
か
け
る
講
義

を
し

た
か
ら
と

い
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
は
、

い
か
な

る
構
成
要
件

に
も
該
当
し
な

い
か
ら
、

敢
て

「
業
務
権
」
を
持
ち
出
す

ま

で
も
な

い
し
、
医
師

が
外
科

手
術
を
行

っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
「
傷

害
罪
」
の
構
成
要
件
を
実

現

す

る

わ
け

で

は

な

い
か

ら

、

や

は
り

「
業

務

権

」

に
訴

え

る
必

要

も

な

い
と

い

い

(}
』

①
冒

9

「
。q
Φ
き

<
U
>
』
<
"
ω
・
ω
異

`
。。
韻

・
)
、
逆

に
、
医

師

の

専
断
的
身
体
侵
襲

は
当
罰
性
を
失
う
も

の
で
は
な

い
か
ら

「
業
務
権

」
を
援
用
す
る

の
は
妥
当

で
な

い
と

い
う

(9

出
o
凶日
び
Φ
「αq
①
さ
<
O
>
・一く
・
ψ

昭
跨
)
。

た
し
か

に
、
内
乱

・
騒
擾
な

ど

の
構
成
要
件
該
当
性
を

も
た
な

い
行
為

は
、

そ
れ
が
講
義

で
あ

れ
、

酒
飲

み
友
達

の
世
間
話

し

で
あ
れ
、
処
罰
さ
れ
る

い
わ
れ
は
な

い
。

「
業
務
権
」
な

ど
を
持

ち
出
す

ま

で
も
な

い
の
は
、
当
然

で
あ

る
。
し

か
し
、
医
師

の
外
科

「
手
術

」
は
、
あ

き
ら
か
に

「
傷
害
」
の
構

成
要
件

に
該
当
す

る

(内

田
文
昭

・
刑
法
各

論

〔第

二
版
〕

(昭
五
九
)
三
〇
頁
以

下
、
三

一
頁
注

(
2
)
)
。
し

た
が

っ
て
、

「
違
法
阻
却
」
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
は
、
当
然

で
あ

る
。
手
術

は
、
健
康

恢
復

と

い
う

「
優

越
利
益
」

の
た

め
の

「
正
当
な
手
段
」

で
あ

る
限
り
許
容

さ
れ
る

の
で
あ

る
。
そ

れ
は
、

「
業
務
行
為
」
だ

か
ら
許
容
さ
れ

る
と

い
う

の
で
は
な
く
、
優

越
利
益
確
保

の
た
め
の

「
正
当
な
手
段
」
で
あ

る
か
ら
許
容

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

こ

の
限
り
、
「
正
当
業

務
行

為
」
は

「
業
務
権
」
論

の
問
題

で
は
な
し

に

(前
出
、

三

・
一
注

(
7
)
)
、
「
正
当

行
為
」
論

の

一
局
面

に
す
ぎ
な

い
こ
と
に
な

る

も

の
で
あ

る
点

に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
し

た
が

っ
て
ま

た
、
患
者
等

の
承
諾

な
し
に
行
わ
れ
た

「
専
断
的
侵
襲
」
は
、

「
緊
急
避
難
」
た
り
え
な
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い
で
は
な

い
に
し

て
も
、

「
業
務
行
為
」
の
ゆ
え
を
も

っ
て
合
法
化

さ
れ
る

こ
と
は
あ

り
え
な

い
も

の
で
あ
る
点

に
も
注
意
す

る
必
要

が
あ

ろ
う

(内

田

.

前
掲
刑
法
各
論
三

一
頁
注

(3
)
、

七
六
頁

注

(
1
)
)
。

し

た
が

っ
て
、
「
業
務
権

」
そ
の
も

の
は
、

こ
れ
を
徹
底
す

る
必
要
も
な

い
し
、

ハ
イ

ン
ベ

ル
ガ
ー

の
よ
う

に
、

こ
れ
を
全

面
的

に
否
定
す
る
必
要
も
な

い
の
で
あ
る
。
「
優
越
利
益
確
保

」
.
「
正
当
目
的

の
正
当
手
段
」
は

こ
れ
を

「
許
容
す

る
」
趣
旨
が
宣
言
さ
れ

た
か
ど
う

か
が
重
要

で
あ
る
。

そ
し

て
、

】

九
世
紀
以
降

の
諸
立
法
例

が
、

こ
の
趣
旨

の
宣

言
に

で
て

い
な

か

っ
た

こ
と

が
問
題
と
さ
れ
る

べ
き
な

の
で
あ

る
。

(
5
)

刑
法
三
五
条

は
、
「
上
官

の
命
令

遵
守

行
為

」
に

つ
き
、

直
接
規
定

し
て

い
な

い
。

し
た
が

っ
て
、

こ
れ

に
関
連
す

る
古
典
的
な
問
題

(前
出
、

一
・
一

注

(
7
)
、

二

.
二
注

(
3
)
、

三

.
一
注

(2
)
等
参

照
)

は
、
結

局
、
解

釈
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
わ
け

で
あ

る
。
違
法
拘
束
命
令

を
発
し

て
法
益

侵
害

を
生

じ
さ
せ
た
上
官

は
、
当
然

「
間

接
正
犯
」
、

な

い
し

は
、
す
く
な
く
と
も

「
教
唆

犯
」
た
り
え
よ
う
。
上
官

に
従

っ
た
部

下
も
、
勿
論

「
違
法
行

為
」

に
で
た
わ
け

で
あ

る
が
、

「
適
法
行
為

の
期
待

可
能

性
」
を
欠
く

こ
と
が
あ
ろ
う

が
、

ま
た
、
「
緊
急
避
難

」
と
し

て
違
法
阻
却
さ
れ

る
こ
と
も
絶
無

で
は
な

か
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し

て
、
法

益
侵
害

の
危

険

に
さ
ら

さ
れ

た
側

に

「
正
当
防
衛
」

が
可
能

で
あ

る

こ
と
は
、

い
う

ま

で
も

な

い
と

こ
ろ

で
あ

る

(内

田

.
改

訂
刑
法
1

(総
論

(昭
六

一
)
二
〇
三
頁

以
下
、
同

・
前

掲
刑
法
各
論

六

一
一
頁

以
下
)
。

二

と

こ
ろ
が
、
わ

が
現
行
刑
法
三
五
条

の
趣
旨

は
、
そ

の
後

の
立
法
例

に
も
採

用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、

}
九

四
〇

年

の
ブ
ラ

ジ

ル
刑
法
典

一
九
条

三
号
と

一
九
四
四
年

の
ス
ペ
イ

ン
刑
法
典

八
条

=

号

と
を
あ
げ

る

こ
と

に
し
よ
う

。
す
な
わ
ち
、
ブ

ラ

ジ
ル
刑
法

一
九
条

は
、

「
可
罰
性
を
阻
却
す

る
事
由
」
と
し

て
、
そ

の

一
号

に

「
緊
急
避
難
」
を
、

そ

の
二
号

に

「
正
当
防
衛
」
を
、
そ

の

三
号
に

「法
律
協

霧

の
籍

な
履
行

ま
た
は
、
権
利
の
合
法
的
な
行
使
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
、
い
ず
れ
の
場
A
.も

「犯
罪
不
存
在
」

で
あ

る
旨
を
宣
言
し
、

ス
ペ
イ

ン
刑
法
典

入
条

は
、
「
刑
事
責
任

を
阻
却
す

る
事
由
」
と
し

て
、
精
神
障
害

(
一
号
)
、

一
六
歳
以
下

の
刑
事

未
成
年

(二
号
)
、
正
当
防
衛

(四
号
)
、
緊
急
避
難

(七
号
)
な

ど
と
共
に
、

そ

の

一

一
号

に

「義

務
履
行
、
権
利

・
業
務

・
公
職

の
合
法

(
2

)

的
実
行
」
を
掲
げ

た
の
で
あ

る
。

二
〇
世
紀

に
至

り
、
刑
法
三
五
条

は
稀
有

の
例
外

で
は
な
く
な

っ
て

い
る
わ
け

で
あ

る
。

こ
こ
に
お

い

て
、

昭
和
四
九
年
改

正
刑
法
草
案

=
二
条

は
、

さ
ら

に
包

括
的

に

「
法
令

に
よ
る
行
為
、

正
当
な
業
務

に
よ

る
行
為

そ

の
他
法
律
上
許

さ
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れ

た

行

為

は
、

こ
れ

を

罰

し

な

い
」
と

規

定

し

た
。

「
自

明

の
理

」
の
立
法

化

は
、

こ

こ

に
完

結

し

た

か

た
ち

を

と
る

こ

と

に
な

っ
た
わ
け

で
あ

る
。

ま

さ

に
、

画

期

的

な

こ
と

で
あ

る

と

い
え

よ
う

。

こ

の
よ

う

な
方

向

は
・

さ

ら

に
、

一
九

七

四

年

オ

ー

ス
ト

リ

ー

刑

法

典

四

二
条

の

「
軽

微

犯

罪

に
お

け

る
所

為

の
当

罰

性

の
欠

如

」

に

発
展
す
る
こ
と
も
可
能
で
献
雫

「法
律
上
許
さ
れ
た
行
為
」
の
不
処
罰
は
、
法
律
上
許
さ
れ
た
と
ま
で
は
い
え
な
毛

も

「墜

、が
極
め

て
軽
微
な
犯
罪
」
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
許
す

と

い
う

不
処
麺

日言

に
通

じ
え
な

い
で
は
な

い
か
ら

で
あ

る
.
刑
法
三
五
条

の
精
神

は
、
「
可

罰
的
違
法

」

に
達

し
な

い
行
為

の

「
不
処
罰
」

を
も
包

含
し
う

る
わ
け

で
あ

る
。

い

す

で
に
再
三

に
亘

っ
て
指
摘

し
て
き
た
よ
う

に
、
刑
法

三
五
条

の
モ
デ

ル

・
前
身

は
決
し

て
定

か
で
は
な

い
.
し

か
し
、
そ
れ
故

に
こ

そ
・
敢

て
三
五
条

の
制
定

に
踏

み
切

っ
た
明
治

の
わ

が
立
法
者

の
寛

に
は
、
最
大

の
讃
辞

が
寄

せ
ら

れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ

る
.
な
お
、

一
九
九
四
年
三
月

百

施
行

の
フ
ラ

ン
ス
新

刑
法
典

は
、
「
法
令
導

行
為
」
(
三

ニ
ー
四
条
)
.
「
正
当
防
衛
」
三

三

-
五
条
)
.
「
緊
急

避
難

」
(三

〒

七
条
)
を
、
「
責

任
無
能

力
」

(
三

二
⊥

条
)
・

「
不
可
抗
力

.
強
制
」

(
三

ニ
ー
二
条
)
.
「
法

の
錯
誤
」

(
三

〒

三
条
)
●

「
未
成
年

」

(
三

二
人

条
)
な

ど
と
共

に
、

総
則
第
二
童

無
篁

量

由

.
責
任
軽

減
事
由
」
と
し

三

括
規
定
す

る
立
法

に

で

た

が
・

「
業

務

行

為

」

に

つ
い
て

の
規

定

は

設

け

ら

れ

て

い
な

い
こ
と
を

一
言

し

て

お

く

こ
と

に

し

た

い
。

(
1
)

U
器

卑

巴

一冨
巳
ω
9

Φ
ω
胃
臥
αq
①
ωo
言
喜

魯

く
o
∋

S

U
①
N
」

逡

ρ

口

冨

ロ
oq
-
田

ロ
「
貯
げ
ω
Φ
コ
レ

O
α
ω
・
ω
』

腿
・

(
2
)

U
霧

ω
冨

三
。。
。
冨

ω
窪
鋒

閃
①
器
冒
9

9

ぎ

ヨ

鎚

U
①
N
」

㊤
劇
♪

}

ρ
三
口
冨

ロ
。
-
田

b
。
ま

ω
。
け6
」

㊤
劉

ω
』

斥

ち

な

み

に
・

一
八

七

〇
年

の

ス
ペ
イ

ン
刑

法

典

八

条

=

号

は
、

「義

務
履

行

、
権

利

.
公

務

.
官

職

の
合

法

的

実

行

」
を
掲

げ

て

い
た

(ω
O
o
ロ
一ω
。
7
①
ω

ω
胃
臥
αq
Φ
。。
①
冒
げ
g

ゴ

〈
o
ヨ

嵩

.
一
§

=

。。
刈
O
曽
〉
・
國
母
け
琶

oq
レ

O
O
P

ω
・
b。
h
臨・)
。

(3
)

ド
イ

ッ
刑
法

の
伝
統

の
下

で
、

オ
ー

条

ー

新
刑
法
典

が
軽
微
犯
罪

の
不
処
罰
生

・三
出目
し

た
こ
と
は
、
当
然

に
多

あ

批
判
に
さ
ら
さ
れ
ざ
る
を
え

な

か

っ
た
・
そ

の
詳
細

に
触

れ
る
こ
と
は
、
本

稿

の
範
囲
を
越
え

る
.

こ
こ
で
は
、

オ
!

ス
ト
リ
ー
刑
法
四

二
条

の
警

目
を
、
霧

成
要
件
阻
却
事
由
L
の
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古日
言

と
み
る
も

の
と
し

て
、
』
』

『
凶①
昌
9

壽

。q
。
農

。。
景

邑

藷

α
巽

じU
§

邑

互

喜

き

節
二

&

の
§

。
圃9

甕

ω
§

Φ
一N
}
N
ω
暑

・
o
ρ

一
零

。。
・

ω
・

一
〇
H
試
勢

一
〇
ω
試
h
・を

、

「
違

法

阻

却

」

の
見

地

で
と

ち

え

る
も

の
と

し

て

、

閃
.

℃
9。
≡
戸

∪
δ

蚕

o
耳

①
昌

局
警

Φ

口
&

O
。。
8
旨
蝕
〇
三
ωo
ゴ
Φ

ω
什『
国
坤
①
o
犀

ω「
Φ
胤。
『
β

U
①
『
ヨ
。
血
①
∋

o
ロ

O
o
ω
Φ
諄

6
訂

津

①
ぎ

ヨ
o
亀
Φ
ヨ

①
ω
ω
辞岳

守
Φ
魯

r

H
㊤
O
。。
}
ω
』

ω
識
,
を

、

「
責

任

阻

却

」

の
見

地

で

と
ら

え

る
も

の

と
し

て
、

妻

.
N
卑
αq
δ
き

N
霞

〉
昌
≦
①
ロ
9

口
oq
α
o
吻
貿
b。
qo
什
O
炉

O
日
N
"
一
〇
刈
9

ω
・
逡

。。
〉
ロ
ヨ

.
一
一
を

、

「
客

観

的

処

罰

阻

却

事

由

」

と

み

る
も

の
と

し

て
、

ζ
①
団
①
}

o
け
守
空

巴

o
き

U
p
ω
α
。。け臼

『
o
凶6
三
ω
o
冨

ω
q
駄
吋
Φ
o
げ
戸
一

↓
①
鉾

鱒
〉
鼠
H

一
〇
。。
ト

ω
.
認

。。
を

、

そ

れ

ぞ

れ
あ

げ

て

お

く

に

と
ど

め
る

・

な

お

、

オ
ー

ス
ト

リ
i

新

刑

法

典

も

、

わ

が
刑

法

三

五

条

の
よ

う

な

「
許

容

規
定

」

は

こ
れ

を

置

い
て

い
な

い

こ
と

を
付

言

し

て

お

く
・

(平

成

六

(
一
九

九

四

)

年

一
〇

月

九

日

脱

稿
)
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